
カナダ　8万8336m3カナダ　8万8336m3

凡例

1人当たりの水資源量*（2003～07年の平均値）

1人当たりの
水資源量

水資源をめぐるおもな国際対立

国名

中　　国

 日本の「バーチャル・ウォーター（仮想水）」輸入量

マ　　リ

エジプト、スーダン、エチオピアなど

水資源などの名称 おもな関係国

1万m3以上
5000～1万m3未満
3000～5000m3未満
1000～3000m3未満
1000m3未満
資料なし

*ここでいう水資源量は、年間降水量から蒸発散量を引いた数値
に国の面積を乗じた「国内水資源（IRWR）」と、国境外から流入
する河川などの「国外水資源（ERWR）」を足したもの。

ロシア　3万1764m3ロシア　3万1764m3
スロバキア
ハンガリー
スロバキア

スペイン イタリアスペイン イタリア
トルコ

イラン
イラク

ヨルダン

ハンガリー

エチオピアエチオピア

カザフスタン

ウズベキスタン

カザフスタン

ウズベキスタン

韓国

北朝鮮

韓国

タイ

北朝鮮

マリマリ
サハラ砂漠サハラ砂漠

ロシア　3万1764m3

クウェート　7m3クウェート　7m3

ドイツ　1862m3ドイツ　1862m3

ニュージーランド　7万9893m3ニュージーランド　7万9893m3

オーストラリア
　2万3911m3
オーストラリア
　2万3911m3

コンゴ民主共和国　2万973m3コンゴ民主共和国　2万973m3

インド
　1670m3
インド
　1670m3

イギリス
　2449m3

フランス
　3343m3

イギリス
　2449m3

フランス
　3343m3

日本　3351m3日本　3351m3
中国　2125m3中国　2125m3

南アフリカ
　1048m3
南アフリカ
　1048m3

サウジアラビア　93m3サウジアラビア　93m3

シンガポール　135m3シンガポール　135m3

ペルー　6万6431m3ペルー　6万6431m3
ブラジル
　4万3028m3
ブラジル
　4万3028m3

アメリカ　6816m3アメリカ　6816m3

エジプト

トルコ

イラン
イラク

ヨルダン

シリア
レバノン

イスラエル

シリア
レバノン

イスラエル
エジプト

ラオス

カンボジア
タイ ラオス

インドネシアインドネシア

メキシコ

コロンビアコロンビア

メキシコ

カンボジア

マレーシアマレーシア

トルコ、シリア、イラク
ティグリス・ユーフラテス川 マレーシア、シンガポール

シンガポール海峡

マレーシア、シンガポール
シンガポール海峡

アメリカ、メキシコ

北部地域は慢性的な水不足に苦しんでいます

コロラド川

（World Resources Institute
「WORLD RESOURCES 2008」、
農林水産省「世界の水資源と食料生産への影響」ほか）

日本は間接的な水の輸入大国です
食糧を生産する際には大量の水が必要とされます。例えば、1kgの
米を生産するには2,656ℓ、小麦では1,150ℓの水を必要とすると
いわれています。また、それら穀物をエサとする食肉の場合はさらに
多くの水が必要だと言われています。従って、海外から食糧を輸入
することは、その生産に必要な分の水を輸入することに相当しま
す。こうした考え方は「バーチャル・ウォーター（仮想水）」とよばれ、
1990年代前半ごろから提唱されています。
この観点から見ると、食糧自給率が約40％の日本は、食糧の輸入
を通じて海外とつながっており、水不足等の問題は決して日本と無
関係ではないのです。

流域各国における水資源分配に関
する対立により、エジプトなどナイル川
を水源とする国での水不足が原因
で、穀物不足の問題なども引き起こっ
ています。

トルコなど上流域にて建設された複
数のダムにより、イラクやシリアなど
下流域での水不足が懸念されてい
ます。

地球温暖化や灌がい農業のためコ
ロラド川の流量が減少し、下流域で
はほぼ干上がった状態になり、研究
によると2050年には枯渇するとの
予測も出ています。

シンガポールでは、水供給の50％を
マレーシアからのパイプラインに頼っ
ていますが、マレーシアからの水供
給停止問題などにより、NEWaterと
呼ばれる再利用水の利用を進めて
います。

ニジェール川の周辺都市は水道が
あり水資源量も豊富にあります。し
かし農村部に住む人々は都市部に
比べて、汚染されていない安全な水
を確保できないという問題を抱えて
おり、下痢やメジナ虫病などの疾患
で多くの人が命を落としています。

中国の総水資源総量は世界でも有数ですが、1人当たりの水資源
総量では降雨量の季節偏在や年格差によって水資源の安定利用
と効率向上が課題となっています。また、華北平原の北部では、人口
増加や経済発展に伴い農業用水や工業用水の需要急増や、ここ
数年来続く干ばつによって水不足が深刻化しています。

特集

ナイル川

カザフスタン、ウズベキスタンなど
アラル海

中国及びラオス、タイ、
カンボジアなど下流域諸国

メコン川

アラル海に注ぐアムダリヤ川とシル
ダリヤ川の水を、周辺流域の荒地を
灌がいするために大量取水してしま
い、消滅の危機にあります。

中国がメコン川本流に建設中の小
湾ダムにより、下流域諸国への流
量の減少による水不足が懸念され
ています。

安全な水へのアクセスが
課題となっています

ソーシャル・イシューとＣＳＲ

10 位

日本
イタリア
イギリス
ドイツ
韓国
メキシコ
香港（中国）
イラン
スペイン
サウジアラビア

1 位
917億m3

（億m3）

507億m32 位
3 位
4 位
5 位
6 位
7 位
8 位
9 位

466億m3

351億m3

321億m3

288億m3

269億m3

146億m3

144億m3

133億m3
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（国連「World Water Development Report 2006」, Water Footprint NETWORK資料）
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バーチャル・ウォーター年間輸入量の多い10カ国・地域
（1997～2001年の平均値）

世界には多くの解決すべき問題が存在します。貧困、環境、医療、食糧、教育・・・
豊かさに慣れきった私たち日本国民の目には、これら問題は解決すべき格差としてしか映らないかもしれ
ません。しかし現在、社会問題（ソーシャル・イシュー）に潜む「チャンス」を見出し、イノベーションを
実現して新たなビジネスを創成する企業が市場に登場しています。
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